
第12章 カーネル密度推定法
10.1 ヒストグラム法

10.2 ノンパラメトリック法の枠組み
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ヒストグラム法

ノンパラメトリック法
－真の確率関数が複雑なとき、適切なパラメトリック

モデルを構築するのが困難な為に用いる方法。

ヒストグラム法
ーパターン空間Ｄを適当に分割し、

各分割内に入る訓練標本数を数え、

全体の積分が１になるように正規化したものを

確率密度関数の推定量とする方法。



ヒストグラム法の問題点

• (a)幅小 (b)適切 (c) 幅大



ヒストグラム法の問題点

• 領域の幅を適切に決定するのが難しい

• 推定した確率密度関数が領域の間で不連続

• 入力次元の増加に伴い領域の数が指数的に

増加してしまい、領域に訓練標本数が含まれ
なくなる



ノンパラメトリック法の表記

ある注目点 での確率密度 を推定する

Ｒ：注目点 を含むパターン空間内のある領域

Ｖ：Ｒの体積

Ｐ：あるパターンｘが領域Ｒに入る確率
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ノンパラメトリック法の表記

ｋ：ｎ個の訓練標本のうち

領域Ｒに入っている個数
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ノンパラメトリック法の基礎

• 確率Ｐの値は以下のように近似できる。

（a）注目点 を用いて

（b）n、kを用いて

（c） （a）,（b）を用いて
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近似(a)

• （a）は積分の長方形近似。

• 領域Ｒ内でｐ（ｘ）が定数関数に

近いほうが近似精度が良い

領域Ｒは小さいほうが良い
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近似(b)

• n個の訓練標本のうちk個がRに入る確率は

二項分布に従う。

確率： 期待値：

分散：
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近似(b)

• 期待値は真のＰと一致する。

• 分散が大きければ はＰの推定量として

適切でないので期待値を１に正規化した量

Ｚを考える。

Ｐが大きいほうがｚの分散は小さくなる

領域Ｒが大きいほうが

近似精度が良い
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図、二項分布の正規化分散



近似（c）

• 近似（ｃ）の精度は近似（a）（ｂ）

の近似の精度に依存する。

近似（a） 領域Ｒを小さく

近似（ｂ） 領域Ｒを大きく

領域Ｒを程よい大きさに決める必要がある。


